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空
き
地
な
ど
に
雑
草
が
生
い
茂

る
と
、
火
災
の
危
険
が
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や

害
虫
が
集
団
発
生
す
る
な
ど
、
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
土
地
の
所
有
者

は
、
定
期
的
に
自
己
所
有
地
の
状

況
を
確
認
し
、
雑
草
の
刈
り
取
り

を
行
う
な
ど
、
所
有
地
の
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
５

　
高
速
道
路
、
国
道
、
県
道
等
の

異
常
（
路
面
の
穴
、
崩
壊
、
落
下

物
等
）
を
発
見
し
た
ら
、
通
話
料

無
料
の
緊
急
通
報
「
＃
９
９
１
０
」

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
国
土
交
通

省
東
北
整
備
局
及
び
東
日
本
高
速

道
路
㈱
東
北
支
社
が
24
時
間
体
制

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
緊
急
通
報
以
外
の
道
路

相
談
は
「
道
の
相
談
室
」（
☎
０
１

２
０
︲
１
０
６
︲
４
９
７
）
へ
、

市
道
等
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と

お
り
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
道
路
河
川
課　
内
２
２

７
３
／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎

㉜
４
７
８
６　
大
信
☎
㊻
２
１
１

５　
東
☎
㉞
２
１
１
４

　
労
働
者
50
人
未
満
の
事
業
場
で

健
康
診
断
の
実
施
後
、
所
見
が
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
労
働
者
に
対
し
、

健
康
診
断
に
応
じ
ま
す
。

　
労
働
衛
生
法
で
は
、
健
康
診
断

の
結
果
、
所
見
が
あ
る
と
診
断
さ

れ
た
労
働
者
に
つ
い
て
医
師
の
意

見
を
聞
き
、
就
業
上
の
措
置
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に

は
、
産
業
医
の
支
援
が
必
要
で
す
。

費
用
は
、
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
従
業
員
の
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

問
白
河
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
３
７
０
１　

⃝
日
時
　
６
月
17
日
㈭
／
午
後
２

時
～
３
時
30
分

⃝
会
場
　
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

⃝
持
参
品
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル

⃝
参
加
料
　
無
料

⃝
定
員
　
15
人

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｍ
Ａ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク
ル

堀ほ
り
こ
し越
☎
０
９
０
︲
２
６
０
２
︲
６

４
１
３

　
大
統
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」（
谷た

に

文ぶ
ん
ち
ょ
う晁
筆
・
市
指
定
重
要
文
化
財
）

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
６
月
６
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
場
所
　
大
統
寺
本
堂
（
馬
町
）

⃝
入
場
料
　
無
料

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３
　

21 20

　

今
月
24
日
は
、
美
空
ひ
ば
り
の
命
日
で
す
。
戦
後
の

昭
和
を
走
り
抜
け
、
平
成
の
誕
生
と
と
も
に
逝
き
ま
し
た
。

ひ
ば
り
の
歌
声
は
、
時
代
に
寄
り
添
い
、
日
本
人
の
生

活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
言こ

と
だ
ま霊
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
詞
の
表
現
力
と
、
心
を
揺
さ
ぶ
る
歌
唱
力
は
、

ひ
ば
り
ワ
ー
ル
ド
へ
誘い

ざ
な

い
ま
す
。「
右
の
ポ
ッ
ケ
に
ゃ
夢

が
あ
る　

左
の
ポ
ッ
ケ
に
ゃ
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
」
は
貧

し
く
と
も
夢
が
あ
っ
た
復
興
期
を
、「
真
赤
に
燃
え
る
太

陽
だ
か
ら　

真
夏
の
海
は
恋
の
季
節
」
は
躍
進
す
る
成

長
期
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
の
終
わ
り
、
自

身
の
人
生
を
締
め
く
く
る
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に　

い

く
つ
も
時
代
は
過
ぎ
て
」
は
、
栄
光
と
苦
悩
の
昭
和
に

捧
げ
る
挽
歌
で
し
た
。

　

有
名
な
文
学
を
映
画
や
演
劇
化
し
て
も
、
原
作
を
超

え
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
ば

り
の
類
ま
れ
な
感
受
性
と
表
現
力
は
、
作
り
手
の
意
図

を
超
え
、
完
全
に
自
分
の
世
界
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に

高
い
と
こ
ろ
ま
で
運
ん
で
い
き
ま
す
。「
悲
し
い
酒
」
は

も
と
も
と
速
い
テ
ン
ポ
で
し
た
が
、
ひ
ば
り
は
大
御
所

古
賀
政
男
を
押
し
切
り
、
ス
ロ
ー
な
曲
に
変
え
ま
し
た
。

万
感
の
思
い
か
ら
あ
ふ
れ
出
る
涙
と
と
も
に
、
見
事
に

人
の
心
を
と
ら
え
ま
し
た
。
大
職
人
船
村
徹
は
、
格
闘

す
る
覚
悟
が
な
い
と
ひ
ば
り
の
歌
は
作
れ
な
い
、
と
の

気
持
ち
で
「
み
だ
れ
髪
」
に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

作
詞
家
阿
久
悠
。
ま
た
会
う
日
ま
で
、
ペ
ッ
パ
ー
警

部
、
津
軽
海
峡
冬
景
色
、
居
酒
屋
・
・
・
。
誰
も
が
口

ず
さ
む
詞
の
数
々
。
歌
謡
史
に
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
く
言
葉

の
魔
術
師
で
し
た
。
情
に
流
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
さ

り
と
て
、
渇
い
て
い
る
の
で
も
な
い
。
そ
の
折
々
の
世
相
、

人
情
と
そ
の
移
り
変
わ
り
を
、
鋭
い
感
覚
と
嗅
覚
で
切

り
取
り
、
言
葉
に
紡
ぎ
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
こ
の
阿
久
悠
に
し
て
、
同
い
年
の
ひ
ば
り
の

詞
は
作
れ
な
か
っ
た
。
い
や
、
３
曲
ほ
ど
は
書
い
た
も

の
の
、
正
面
か
ら
勝
負
で
き
る
ほ
ど
の
詞
は
で
き
な
か

っ
た
と
、
率
直
に
語
っ
て
い
ま
す
。
今
さ
ら
な
が
ら
、

阿
久
悠
を
委
縮
さ
せ
る
ほ
ど
の
存
在
だ
っ
た
、
ひ
ば
り

の
偉
大
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
で
も
、
大
き
な
二

つ
の
魂
が
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
生
ま
れ
出
る
名
歌
を
聞
き

た
か
っ
た
思
い
が
し
ま
す
。

　
た
だ
一
曲
、
は
じ
め
か
ら
ひ
ば
り
を
想
定
し
た
詞
が

あ
り
ま
す
。“
舟
唄
”
で
す
。
密
か
に
書
き
溜
め
て
お
い

た
こ
の
詞
が
、
ど
う
い
う
経
過
か
浜
圭
介
の
手
に
渡
り
、

八
代
亜
紀
の
名
曲
と
し
て
世
に
出
ま
し
た
。「
お
酒
は
ぬ

る
め
の
燗
が
い
い　
肴さ

か
な

は
あ
ぶ
っ
た
イ
カ
で
い
い　
女

は
無
口
な
ひ
と
が
い
い　
灯
り
は
ぼ
ん
や
り
灯と

も

り
ゃ
い

い
」。
秀
歌
で
す
ね
。
ひ
ば
り
な
ら
ど
う
歌
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
阿
久
悠
も
３
年
前
、
世
を
去
り
ま
し
た
。
二
人
の
昭

和
の
語
り
部
は
、
北
斎
描
く
富ふ

が
く嶽
の
傑
作
、
襲
い
か
か

る
大
浪
に
翻
弄
さ
れ
る
小
舟
の
よ
う
に
、
心
も
と
な
げ

に
漂
う
日
本
を
ど
う
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ど
ち
ら
が

天
才
か
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
者
小
柴
教
授
の
問
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
常
人
の
及
ば
な
い
レ
ベ
ル
で
の
話
で
は
あ

り
ま
す
が
、
相
対
性
理
論
は
、
観
測
と
論
理
的
に
体
系

化
す
る
能
力
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
で
な
く
て
も
、
何
年
か
後
に
は
必
ず
誰
か
が

た
ど
り
着
い
た
は
ず
。
し
か
し
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
な

け
れ
ば
、
あ
の
音
楽
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
故
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
軍
配
が
あ
が
る
と
、
先
生

は
言
い
ま
す
。

　
昨
年
の
市
民
音
楽
祭
は
、
湧
き
か
え
る
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。
青
島
広
志
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
中
で
、
最
も
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
名
曲
と
の
組
み
合
わ
せ
が
要
因
で
し
ょ
う
。
感

動
と
興
奮
で
顔
を
輝
か
せ
て
い
た
高
校
生
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
今
年
も
11
月
に
、
合
併
５
周
年
の
記
念

と
し
て
再
び
青
島
先
生
の
演
出
で
開
催
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
期
待
願
い
ま
す
。

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
追
憶
の
美
空
ひ
ば
り
』

市
長
の

手
控
え
帖

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
28

日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
の
７
日
間
、

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め

や
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど

子
ど
も
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法

務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

⃝
日
時
　
６
月
28
日
㈪
～
７
月
４

日
㈰
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
７

時
（
７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
は
、

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

⃝
相
談
専
用
電
話
　
☎
０
１
２
０

︲
０
０
７
︲
１
１
０

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
︲
５
３
４
︲
１
９
９
４

　

各
種
税
証
明
の
う
ち
、
資
産
に

関
す
る
証
明
は
、
親
族
間
の
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
税

者
本
人
で
な
い
と
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
代
理
人
が
申
請

す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
所
得
証
明
・
課
税
証

明
や
納
税
証
明
は
、
同
居
し
て
い

る
家
族
で
あ
れ
ば
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
本
庁
舎
課
税
課　
内
２
１
２
２

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の

方
が
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
有あ

り
が賀
裕ゆ

う
こ子
（
東
釜
子
）
☎
㉞
２

３
２
３

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎

㉒
１
２
０
１

【市民満足度調査】
　市では、様々な行政改革に積極的に取り組み、市民主体の行政経営を推進し、効率的で質の高い行政サ
ービスの提供に努めています。
　今年度、更なるサービスの向上のため、市民の皆さんに市の取り組みについての調査を行い、実情に即
した見直し改善を図り、着実に行政運営を実施するため、「市民満足度調査」を実施します。
　これは、合併後の市の現状について、市民の皆さんの率直なご意見を伺うものです。
　７月に調査票を配布し、10月に調査結果を公表する予定です。調査票が届いた市民の皆さんのご協力を
お願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎秘書広報課　内2373

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

案
内

ま
ち
か
ど
伝
言
板

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

所
有
地
の
適
正
管
理

人
権
擁
護
委
員

資
産
に
関
す
る
税
証
明

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

事
業
場
訪
問
に
よ
る
健
康
相
談

骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＆
整
体
操

仏ぶ
つ

涅ね

は

ん

ず

槃
図
一
般
公
開

　環境省では、2003年か
ら地球温暖化防止のため、
ライトアップ施設や家庭に
おける消灯を呼びかける
「ＣＯ₂削減／ライトダウ
ンキャンペーン」を実施し
ています。このキャンペー
ンは、電気を消すことでい
かに照明を使用しているか
を実感し、地球温暖化問題
について考えることを目的
としているものです。
  今年のキャンペーン期間
は、６月20日から７月７日
となっており、夏至の６月
21日と七夕の７月７日の
夜は、「クールアース・デー」
として全国のライトアップ
施設などで一斉に消灯が行
われます。市でもこの２日
間は、小峰城のライトアッ
プを中止しますので、各家
庭でも２時間程度の消灯の
ご協力をお願いします。
問本庁舎生活環境課　
   内2167

ライトダウン
　　　　キャンペーン


